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NTTは，汎用的な通信装置であるホワイトボックス
スイッチでキャリアネットワーク向け転送機能を実現
し，キャリア（通信事業者）が提供するTbit/s級の仮想
化ネットワークを汎用的な通信装置のみで構築できる可
能性を示しました．

具体的には，市中のホワイトボックススイッチにハー
ドウェアとして備わっているものの使いこなされていな
かった，仮想化ネットワークに必要な機能（MPLS機能）
を利用するためのソフトウェアを開発しました．NTT
は，このソフトウェアを将来的に多くの装置ベンダや
キャリアが利用 ・ 応用できるよう，完全にオープンな技
術で実現しました．

このソフトウェアを装置ベンダが利用することで，
データセンタ内など小規模なネットワークへの利用にと
どまっていたホワイトボックススイッチの市場が，キャ
リアネットワークの分野まで拡大することが期待され 
ます．

キャリアとしても，今後，ネットワーク構成装置の選
択肢が大幅に増加するとともに，キャリア自身がネット
ワークOSに手を加えて機能追加を行うようなことも可
能となっていきます．これによりネットワークをより柔
軟に構築できるようになるため，通信サービスを今まで
以上に迅速に，よりお客さまに寄り添ったかたちで提供
することが可能となります．

これは，NTTが2015年に策定した「NetroSphere（ネ
トロスフィア）構想」の要素技術である「MSF（Multi-
Service Fabric）」がめざす「汎用化 ・ 部品化されたネッ
トワーク」の実現に向けた大きな一歩となります．

今後はさらに検討を進め，実験環境「NetroSpherePIT
（ネトロスフィアピット）」での運用や，さらなる機能拡
充を通じて技術確立を図りつつ，幅広いパートナーと連
携してこれまで以上にオープンに取り組んでいきます．

■背　景
近年，サーバの性能向上やソフトウェア技術の進展に

より，データセンタを中心として，より高いスケーラビ
リティと信頼性を経済的に実現する仮想化技術の実装が
進んでいます．そして，これらの技術をキャリアのネッ

トワークに適用し，コンピュータリソースやネットワー
クリソースを仮想化するネットワーク仮想化技術が注目
されています．

NTTでは，NetroSphere構想に基づき，仮想化にとど
まらずネットワークの構成装置の汎用化および部品化を
推進することで，お客さまやサービス事業者に，今まで
以上に多様なサービスを，迅速かつ高信頼，低コストに
提供していくことをめざしています．

その一環として，高機能な専用機器を用いるのではな
く，機能がシンプルな汎用製品を活用することで，ネッ
トワーク構成装置の汎用化を進めるべく，MSFの取り
組みを進めています．

MSFは，ネットワークを構成する各機能について独
立に発展可能とするため，これを①シンプル化した転送
機能部（ハードウェア）と②ネットワーク制御部（ソフ
トウェア）に分離 ・ 再定義するネットワークの構成方式

（アーキテクチャ）です．①転送機能部は，汎用的なネッ
トワークスイッチ（汎用スイッチ）を最大活用してシン
プル化をめざし，また②ネットワーク制御部は，ソフト
ウェアによる柔軟な機能実現をめざします．
■ホワイトボックススイッチを最大活用するソフトウェア

MSFは，主にデータセンタで活用されている汎用ス
イッチを用いて，キャリアのネットワークの仮想化（ネッ
トワークスライスの構成）をめざしていますが，そのた
め に は「MPLS（Multi-Protocol Label Switching） 技 術
を用いた転送機能」が必要です（図 １）．

しかしこれまで，MPLSによる転送機能は，多くの汎
用スイッチのハードウェア側に具備されているものの，
ソフトウェア（ネットワークOS）側でその機能を提供
しているのは，一部のルータベンダのみでした．

そこでNTTは，ネットワークOS相当のソフトウェア
を開発しホワイトボックススイッチ上に実装すること
で，ハードウェアが本来持つ性能を活かすかたちで
MPLS転送機能を実現しました．
■ソフトウェアの概要と効果

このソフトウェアは，他のMPLSルータとの間でネッ
トワークの経路情報を交換して最適な経路を生成する技
術と，MPLS転送に対応したインタフェースを通して生

仮想化ネットワーク上のホワイトボックススイッチでTbit/s級の転送機能を実現
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成した経路をハードウェアに書き込む技術の 2 つによっ
て，MPLS転送を実現します（図 ₂）．ソフトウェアの

各機能は，オープンソースソフトウェア（OSS）など市
中のオープンな技術のみで構成されているため，ソフト
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ウェアの内部構造までも「ホワイトボックス化」します．
また同時に，ハードウェアの性能を最大限引き出す

アーキテクチャを採用しているため，ホワイトボックス
スイッチ上でキャリアグレードの大容量転送（1Tbit/s
／数万経路超）を実現しています．

この成果により，「汎用スイッチをキャリアネットワー
クに適用する可能性」が示されることで，装置ベンダが
新しい市場（キャリアネットワーク向け汎用スイッチ）
を開拓できるようになり，汎用スイッチの低コスト化が
見込まれるとともに，ベンダ間競争による機能追加の活
性化が見込まれます．一方キャリアは，ネットワーク構
成装置の選択肢の大幅な拡大とともに，キャリア自身で
ネットワークOS自体に手を入れることも可能となって
いきます．

これにより，NetroSphere構想およびMSFがめざす
ネットワークの汎用化 ・ 部品化が促進され，通信サービ
スを今まで以上に迅速に，かつお客さまのご要望に添っ
たかたちで提供することが可能となります．
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NTTネットワークサービスシステム研究所では，将来ネットワークの核となる技術の１つであ
る「MSF（Multi-Service Fabric）」の研究開発を行っています．私も研究開発の初期段階から，
特に汎用スイッチを活用した転送基盤構成技術について検討してきました．その中で，汎用スイッ
チについて，機能が不足していたり，機能実装が装置ごとに異なるため混在利用が難しかったり
など，いくつか課題に直面しました．内容はさまざまですが，ベンダ製スイッチを活用している
以上，必ずしもNTTが主体となって解決できるものではありませんでした．

そんな中，ホワイトボックススイッチと呼ばれる，ソフトウェアを誰でも自由に開発できるス
イッチが登場しました．私はこれを，前述した汎用スイッチの課題に対し，NTTが主体となって解決できるチャンスだととらえました．
まずはMPLS機能不足という大きな課題に対し，自ら実装することを考えました．公開されているMPLSの実装例は非常に少なく，最
初は大変苦労しましたが，今回ついに実現できました．これにより，装置への実装を待つしかなかった立場を変え，自らも一緒にネッ
トワーク業界を活性化することで，実装を促進できるようになると考えています．

最初のターゲットはMPLS機能でしたが，今後もさらなる機能拡張を予定しています．取り組みの推進にあたっては，ベンダ・キャ
リアの立場を問わず，これまで以上に一丸となってより良いネットワークをめざせる世界を夢見て，頑張っていきたいと思います．

ホワイトボックススイッチを活用したMSFの実現へ向けて
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